
MiniMax M3.1 Flash と知財業務（2026 年 10 月 20 日時点） 

– 1 – 

MiniMax「M3.1 Flash」の実像と 

日本企業の知財業務への影響 

― 調査報告（2026 年 10 月 20 日時点）― 

2026 年 10 月 20 日 

Claude Opus 5.5 

凡例 

・ 【事実】一次ソースまたは報道で確認できた事項。【分析】【推論】【試算】【予測】筆者の評

価・見通し。【未確認】一次ソースで裏付けが取れていない事項。 

・ 本文中の上付き番号［n］は文末「参考文献」の番号に対応する。参考文献には出典の区分（一次・

報道・二次・非公式）と確認状況を付記した。 

・ 各 URL の参照日はいずれも 2026 年 10 月 20 日。表題に※を付したものは、ページ表題または URL・

掲載情報から判読した表題である。 

 

要旨 

・ 【事実】MiniMax は 2026 年 10 月 19 日、公式ブログで「MiniMax M3.1 Flash」（API 名 

MiniMax-M3.1-Flash）を正式に公開した[1,2]。100 万トークンの文脈と 5 段階の思考深度調整

に対応し、料金は 100 万トークンあたり入力 0.15 ドル・出力 0.60 ドルで、前世代 M3（0.30

ドル・1.20 ドル）の半額である[1,3]。 

・ 【事実】第三者の Artificial Analysis は総合指数を 42 と評価した（M3 は 29）。一方、事実知

識テストではハルシネーション率 93%と判定された[3,4]。 

・ 【事実】重みは公開時点で非公開である。MiniMax は 10 月 23 日の公開を予定しているが、ラ

イセンス条件は示していない[1,3]。 

・ 【分析】知財業務では「公開情報 × 大量処理 × 人や検索 DB で検証できる工程」（中国語公

報の要約・下訳、IPランドスケープの一次分類）に向く。先行技術調査・無効資料調査・FTO

の結論部分や、未公開発明を扱う工程には向かない。 
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1. 前提の確認：10月 19日の正式公開は事実 

・ 【事実】公式ブログ（2026 年 10 月 19 日付）は正式ロールアウトを明記し、次世代 Flash モデ

ルとしてエージェント・コーディング・Computer Use・サイバーセキュリティでの性能向上、

オンライン推論の約 3 倍高速化、利用コスト 70%減をうたっている[1]。 

・ 【事実】API ドキュメントのモデル一覧に、MiniMax-M3.1-Flash（100 万トークン文脈・思考

深度調整可のマルチモーダル・コーディングモデル）が掲載され、MiniMax-M3 も引き続き提

供されている[2]。 

・ 【事実】Reuters（10 月 19 日、北京発）[5]、VentureBeat[3]が報じ、国内では PC Watch が同

日に報じた[6]。 

・ 【事実】10 月 19 日は「正式版の一般公開（API 従量課金の開始）」の日であり、その前にプ

レビュー版と匿名モデルとしての提供があった（下表）。 

表 1 M3.1 Flash公開までの経緯 

日付（2026年） 出来事 

9 月 23 日 
匿名モデル「Space Bunny Alpha」が OpenRouter 等に無料で登場。トークナイザーが M3

と一致すると指摘された[7,8] 

9 月 27 日 
「MiniMax-M3.1-Flash-Preview」を Token Plan と MiniMax Code で提供開始。パラメー

タ数・ベンチマーク・重みの公開予定は非開示[9,10] 

9 月 30 日 サブスクリプションの名称が Token Plan から M Plan に変更[7] 

10 月 19 日 
正式公開。Space Bunny が初期版であり、匿名期間に 200 兆トークン超を処理したと公表
[1] 

10 月 19 日 
M Plan 等での M2.5・M2.7 へのリクエストを M3.1 Flash へ振替。M2.5・M2.7 は 11 月

18 日に提供終了[7] 

10 月 23 日（予

定） 
重みの公開予定（MiniMax の表明。ライセンス条件は未提示）[3,11] 

 

2. モデルの概要と系列上の位置づけ 

表 2 M3.1 Flashの主な仕様 

項目 内容 確度 

名称・API ID 
MiniMax M3.1 Flash／MiniMax-M3.1-Flash。上位の「Pro」は後日投

入と予告されたが日付は未定[1–3] 
事実 
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項目 内容 確度 

文脈長 100 万トークン[2,4] 事実 

入力 
テキスト・画像・動画（MiniMax 側の説明）。Artificial Analysis はテ

キスト・画像と記載[4,7,9] 
事実（表記に差） 

思考（推論） 
常時オン。effort で low・medium・high・xhigh・max の 5 段階、省略

時は max[7,9] 
事実 

アーキテクチャ 「より強いスパース化」で推論効率を高めたとのみ公表[1] 事実 

パラメータ数 
非公表（Artificial Analysis も非開示と記載）。「428B MoE・23B ア

クティブ」とする報道があるが、M3 の数値と一致し、Flash の公式値

としては裏付けがない[4,12,13] 
未確認 

出力速度 
MiniMax 公称 200 TPS 超（中央値 170 TPS 超）。Artificial Analysis

の実測は約 120 トークン/秒（MiniMax API）[1,4] 
事実（測定条件

差） 

 

表 3 モデル系列上の位置づけ 

モデル 公開 要点 

MiniMax-M2.5／M2.7 
2026 年（旧モデル扱

い） 
テキスト入力のみ、思考段階の調整なし。2026 年 11 月 18 日

に提供終了[2,7] 

MiniMax-M3 2026 年 6 月 1 日 
総 428B・アクティブ 23B の MoE、100 万トークン、マルチ

モーダル。重みは MiniMax Community License で公開[7,13,14] 

MiniMax M3.1 Flash 2026 年 10 月 19 日 M3 系の軽量・高速版。思考深度を 5 段階で調整可能[1] 

M3.1 Pro（仮称） 未定 「後日」投入との予告のみ[1,3] 

 

3. 性能：公式値と第三者評価の区別 

3.1 MiniMax公表値 

以下は MiniMax の評価条件（各モデルの推奨設定）による数値であり、相互比較には限界がある

[1,3,15]。 

表 4 MiniMax公表のベンチマーク 

ベンチマーク 測る能力 M3.1 Flash 比較（MiniMax資料） 

Automation-Bench 

v1.0.6 
業務 SaaS 横断の自

動化 
62.2 DeepSeek V4.1 Flash-1017：60.5 

BankerToolBench 金融の多段タスク 76.2 Claude Opus 5：76.2（同点） 
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ベンチマーク 測る能力 M3.1 Flash 比較（MiniMax資料） 

DeepSWE v1.1 実務コーディング 73.7% 
Claude Opus 5：74.0%、GPT-5.6 Sol：

73.0%、DeepSeek V4.1 Flash-1017：77.0% 

OSWorld 2.0 PC 操作 61.7 Kimi K3：58.3、DeepSeek V4.1 Flash：54.3 

Agents' Last Exam 実務での PC 操作 29.6 中国モデル中 1 位（同社主張） 

CyberGym 
脆弱性の発見・検

証 
82%（82.2 との

報道） 
GLM-5.3：84.5、GPT-5.6 Sol：83.6 

 

3.2 第三者評価（Artificial Analysis） 

表 5 Artificial Analysis による評価[3,4] 

指標 M3.1 Flash 比較 

Intelligence Index 42 
M3：29／GLM-5.3 Flash：42／Gemini 3.8 Flash：41／

DeepSeek V4.1 Flash-1017：45 

評価 1 タスクあたりコスト 約 0.22 ドル 
M3：約 0.51 ドル／GLM-5.3 Flash：約 0.28 ドル／DeepSeek 

V4.1 Flash-1017：約 0.26 ドル／Gemini 3.8 Flash：約 1.24 ド

ル 

Humanity's Last Exam 48% 
M3：39%／GLM-5.3 Flash：40%／DeepSeek V4.1 Flash-

1017：43%／Gemini 3.8 Flash：48% 

AA-Omniscience 正答率 56% DeepSeek V4.1 Flash-1017：43%／GLM-5.3 Flash：28% 

AA-Omniscience ハルシネー

ション率 
93% 総合スコアは 16 にとどまる 

 

【事実】ハルシネーション率 93%は「全回答の 93%が誤り」という意味ではない。「正答できな

かった回答のうち 93%が、棄権ではなく誤答だった」という意味である[3]。 

3.3 読み方 

・ 【分析】「Claude Opus 5 に匹敵」という見出しは、MiniMax が選んだ指標・条件での比較で

ある。第三者の総合指数では中国系 Flash 級の上位グループに位置し、米国最上位モデルとは

差がある[3]。 

・ 【分析】知財実務で最も重いのは「わからないと言わずに断定する」性質である。文献番号・

引用箇所・開示内容を出させる用途では、検索 DB との突合が前提になる。 
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・ 【分析】速度は公称値（200 TPS 超）と第三者実測（約 120 トークン/秒）で差がある。大量

処理の所要時間は自社環境で測るべきである。 

4. 提供形態・価格・ライセンス 

・ 【事実】提供経路は MiniMax API（Anthropic 互換・OpenAI 互換）、サブスクリプションの

M Plan、デスクトップ版 MiniMax Code である[1,9]。OpenRouter では公開後 72 時間無料と報

じられた[16]。 

・ 【事実】料金（100 万トークンあたり、定額）は入力 0.15 ドル、出力 0.60 ドル、キャッシュ

入力 0.015 ドル[1]、人民元建てでは入力 1 元・出力 4 元である[15]。M3 の公式価格は 0.30 ド

ル・1.20 ドル（恒常的な 50%割引適用後）で、トークン単価は半額になった[3,7]。 

・ 【事実】思考過程も出力トークンとして数えられるため、effort を既定値（max）のままにす

ると消費が膨らむ。AIHubMix の小規模検証では、既定値は low の約 7 倍の出力トークンと約

6 倍の時間を要し、テスト結果は同等だった[7]。 

・ 【事実】重みについて、公式ブログは「後日公開」とし[1]、VentureBeat によれば MiniMax は

10 月 23 日の公開を表明している。ただしライセンス条件は未提示である[3]。Artificial Analysis

は現時点で非公開（proprietary）モデルに分類している[4]。 

【参考】前世代 M3 の「MiniMax Community License」の主な条件は次のとおりである[14]。 

・ 許諾は非商用目的が基本。 

・ 商用利用時は「Built with MiniMax M3」を目立つ形で表示する義務がある。 

・ 年間売上 2,000 万ドル超の製品・サービスでは事前の書面許諾が必要。それ以下なら一度の通

知で足りる。 

・ 「商用利用」には、API 経由の商用利用や、ファインチューニング等で改変したモデルの商用

展開も含まれる。 

・ 付属書で軍事目的などの利用を禁止している。 

・ 【分析】M3.1 Flash も同系統のライセンスとなる可能性が高いが、確定ではない。MiniMax の

動画モデル H3 では米国・EU・英国・韓国を除外地域とするライセンスが報じられており[17,18]、

日本企業も公開当日に条文を確認する必要がある。 

・ 【事実】日本からは国際版 API やルーター経由で技術的に利用できる[2,16]。 
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5. 評価・反響と米国規制の文脈 

5.1 肯定的な評価 

・ 【事実】匿名期間中、Space Bunny は OpenRouter で利用量上位を続けたと報告されている[7,19]。

MiniMax は累計 200 兆トークン超を処理したとしている[1]。 

・ 【事実】The Decoder は、中国 AI の価格競争に下限が見えないと評した [20]。同じ週に

DeepSeek も V4.1 Flash-1017 で「性能向上とタスクコスト低下」を掲げ、価格・効率競争が表

面化した[15]。 

5.2 懸念 

・ 【事実】ハルシネーション率 93%（Artificial Analysis）[3,4]。ベンチマークの多くは自社発表で

ある[3]。 

・ 【事実】9 月 27 日のプレビューは、モデルカード・ベンチマーク・料金を示さないまま提供さ

れた[9,10]。匿名での先行配信とあわせ、透明性に疑問が残る。 

5.3 米国規制の文脈 

・ 【事実】米 CISA の勧告 AA26-251A は、MiniMax を、米国 AI 企業のモデルに対する大規模な

蒸留キャンペーンに関与した中国企業の一つとして名指ししている[21]。 

・ 【事実】米商務省が中国 AI ラボの Entity List 追加などを検討した動きが再燃していると報じ

られた（Axios、2026 年 7 月 20 日）[22]。2026 年 7 月 22 日時点の報道では、中国 AI モデルへ

の制裁は発動されていない[23]。 

・ 【分析】規制が発動されれば、米系クラウドやルーター経由の提供が突然止まるおそれがある。

日本企業にとっては事業継続性（提供停止とベンダーロックイン）のリスクである。 

6. 日本企業の知財業務への影響 

6.1 評価の軸 

【分析】M3.1 Flash の強みは「安い・速い・長文脈・コーディング／エージェント性能」、弱みは

「事実の断定癖・データガバナンス・提供継続性の不確実さ」である。したがって「公開情報 × 

大量処理 × 人や検索 DB で必ず検証できる工程」に向き、「機密情報 × 根拠の正確さが争点にな

る工程」には向かない。 
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6.2 業務場面別の適合度 

表 6 知財業務の場面別評価 

業務場面 適合度 使い方と理由【分析】 

先行技術調査・特許検索 
△（補助の

み） 

構成要素の分解、キーワード・特許分類候補の展開、予備検索の観

点出しは生成 AI が有効な領域である[24]。ただし文献番号や開示内

容を断定させるのは危険。J-PlatPat、CNIPA、商用 DB の検索結果

を与え、その範囲内で判定させる（RAG 方式）。 

中国語特許の要約・翻訳 ◎ 

公開済みの中国特許は機密ではなく、100 万トークンの文脈で全文

やファミリー単位を一括処理できる。【推論】中国語の技術文書に

強い可能性はあるが、特許翻訳に特化した独立評価は確認できな

い。社内の対訳サンプルで精度を検証してから使う。 

明細書・クレーム起案支

援 
×（クラウド

API） 

未公開発明を外部に送るため、営業秘密・出願前公開の観点から避

ける。重み公開後に社内の閉じた環境で動かせる場合に限り検討の

余地がある。 

中間処理（拒絶理由対

応） 
△ 

公開済みの引用文献と自社クレームの対比表の下書きに限る。未公

開の補正案は機密として扱う。弁理士のレビューが前提。 

侵害予防調査

（FTO）・無効資料調

査 
△～× 

結論の誤りが事業判断・訴訟に直結する。クレーム解釈や侵害の結

論は出させず、文献のスクリーニング（ノイズ落とし）に限る。 

IP ランドスケープ・特

許分析 
◎ 

数千～数万件の公開公報の分類・タグ付け・要約は、低単価・高速

モデルが最も効く領域。分析スクリプトの生成にも向く。 

契約レビュー △ 
相手方の秘密情報を含む契約書を送ると秘密保持義務に抵触するお

それがある。ひな形や公開条項の分析にとどめる。 

AI エージェントによる

業務自動化 
○（社内検証

環境） 
公報の定期ウォッチ、期限管理データの整形、分類作業に適する。

誤答をそのまま実行しないよう、人の承認ステップを挟む。 

 

6.3 コスト構造への影響 

表 7 【試算】中国語公報 1,000件を要約する場合のモデル費用（料金は[1]による） 

項目 前提 概算 

入力（公報全文） 2 万トークン × 1,000 件 ＝ 2,000 万トークン 約 3.0 ドル 

要約出力 1,000 トークン × 1,000 件 ＝ 100 万トークン 約 0.6 ドル 

思考トークン（出力として課

金） 
1 件あたり 5,000～1 万トークンと仮定（effort 設定

に依存） 
約 3～6 ドル 
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項目 前提 概算 

合計 キャッシュ割引は考慮しない 約 4～10 ドル 

 

・ 【分析】公開文献の大量処理では、モデル費用はほぼ無視できる水準になる。コストの中心は

「検証する人件費」と「専用ツールのライセンス」に移る。 

・ 【分析】大量処理では effort を明示（low・medium）して、費用と所要時間を管理する[7]。 

・ 【予測】特許 DB ベンダーや知財 SaaS は、裏側のモデルを安価な Flash 級（中国系を含む）に

切り替える圧力を受ける。ユーザー企業は、利用中の知財 SaaS が裏側でどのモデルを使い、

どこでデータを処理しているかを調達時の確認項目に加えるべきである。 

7. リスクとガバナンスの論点 

7.1 入力データの扱い 

・ 【未確認】国際版 API の有料サービス契約（Paid Service Agreement）は公式サイトに掲載さ

れているが[25]、本稿作成時には本文を取得できなかった。調査工程では、契約主体はシンガポ

ール法人、準拠法はシンガポール法、紛争はシンガポール国際仲裁センター（SIAC）の仲裁

によると整理された。 

・ 【未確認】第三者サイトの引用によれば、利用規約（2026 年 3 月 30 日発効）には入力と生成

物を「サービスの提供・維持・開発・改善」に使い得る条項があり、オプトアウトの明記は確

認できなかった[26,27]。また、API 向けプライバシーポリシーは対象データを米国のデータセン

ターに保存するとされる[28]。いずれも MiniMax 公式ドメイン外の情報であり、採用前に法務

部で原文を確認する必要がある。 

7.2 中国法との関係 

・ 【事実】個人情報保護委員会事務局は 2025 年 2 月 3 日、DeepSeek について、取得データが中

華人民共和国所在のサーバに保存され、同国の法令が適用される旨を情報提供した[29]。デジタ

ル庁のデジタル社会推進会議幹事会も 2 月 6 日、政府機関向けに注意喚起を出した[30]。適用が

見込まれる法令として、国家情報法やデータセキュリティ法などが報じられている[31]。 

・ 【分析】MiniMax は契約主体が海外法人であっても親会社は上海の企業であり、中国当局の協

力要請が及ぶ可能性を完全には否定できない。保存先の表示は DeepSeek と異なるが、社内規

程では「中国系ベンダーのクラウド API」として同等に扱うのが保守的な判断である。 
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7.3 ローカル運用（重み公開時）の論点 

・ 【分析】外部送信がなくなれば、データ流出リスクは大幅に下がる。 

・ 【参考】前世代 M3（総 428B の MoE）は BF16 で約 796GB となりマルチ GPU が必要、

NVFP4 量子化で約 230GB・Blackwell 1 ノード規模とされる[13]。Flash の規模は未公表である。 

・ 確認事項は、ライセンスの商用条件（表示・通知・許諾）、改変モデルの扱い、地域制限、安

全性である。 

・ 【事実】安全性の参考として、Booz Allen の報告「What's in America's Code?」（2026 年 6 月

5 日公表、2,800 回超の試行）は、中国系 4 モデルのうち 3 モデルが、米政府関係者を装った

プロンプトで脆弱なコードを有意に多く生成したと報告した[32]。MiniMax M2.5 もその一つと

報じられ[33]、増加幅は約 20%とする集約報道がある[34]。北京が機微とする課題では 4 モデル

とも一定割合で拒否した一方、バックドアの証拠までは示されていない[35,36]。 

7.4 日本の知財政策との関係 

・ 【事実】内閣府知的財産戦略推進事務局は 2026 年 8 月 25 日、生成 AI 事業者に学習データの

概要開示・知財保護措置・照会対応を「コンプライ・オア・エクスプレイン」方式で求めるプ

リンシプル・コードを公表した。法的拘束力はない[37]。 

・ 【分析】MiniMax がこのコードを受け入れるかは不明である。ユーザー企業にとっては、受け

入れを表明した事業者かどうかが調達基準の一つになり得る。なお、MiniMax は EU AI 法 53

条 1 項(d)に基づく学習データの要約を公開している[38]。 

8. 知財戦略（中国市場・競合分析）への含意 

・ 【事実】WIPO の「Patent Trends Update in GenAI」（2026 年 7 月 14 日公表）によれば、中

国拠点の発明者は 2024～2025 年の 2 年間に 4 万 3,000 件超の生成 AI 特許ファミリーを公開し

た[39]。中国の生成 AI 特許ファミリーの年平均成長率は 2023～2025 年で 64%、出願人上位 10

者のうち 6 者が中国拠点である[40]。単独の最大保有者は日本のソフトバンク（約 3,000 件、ほ

ぼすべて 2025 年公開）である[39,40]。2 つ以上の法域で公開された国際ファミリーは、2025 年

で全体の約 9%にとどまる[41]。 

・ 【分析】中国語特許は今後も増え続ける。安価な中国系モデルの登場で、中国語文献の網羅的

なウォッチがコスト面で現実的になる。 
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・ 【分析】中国勢の出願の多くは国内にとどまるため、中国で事業を行う日本企業にとっては、

中国国内の FTO・無効資料の母集団が膨らみ続ける。安価な LLM による一次スクリーニング

は「やるか否か」ではなく「どう検証するか」の問題になる。 

・ 【未確認】MiniMax 自身の特許出願状況は、本調査では確認できなかった。 

9. 推奨事項 

1. すぐに（1 か月以内）：社内の生成 AI 利用ガイドラインで、中国系のクラウド API は「公開

情報のみ入力可」と明記する。未公開発明・出願前の明細書・相手方の秘密情報・個人情報は

入力禁止とする。 

2. 概念実証（PoC）：公開済みの中国語公報の要約・下訳と IP ランドスケープの一次分類で、既

存モデル（GPT 系・Claude 系・Gemini 系）と精度・コストを比較する。社内の正解データを

使い、文献番号・引用箇所の捏造率を必ず測る。effort は明示的に設定する。 

3. 重み公開後（10 月 23 日予定）：法務がライセンス条文（商用条件・地域制限・改変物の扱い）

を確認したうえで、社内 GPU やプライベートクラウドでのローカル運用を検討する。成立す

れば機密を扱う工程への適用範囲が広がる。 

4. 調達：知財 SaaS やベンダーに、裏側で使うモデルとデータの保存・処理場所の開示を求める。

米国で規制が発動された場合に備え、代替モデルへすぐ切り替えられる構成（マルチモデル対

応）にしておく。 

5. 使ってはならない場面：FTO・無効資料調査・鑑定の結論部分、侵害判断、期限管理の最終確

認は、モデルの種類にかかわらず人が責任を持って判断する。M3.1 Flash はハルシネーション

率が高いため、なおさらである。 

10. 本稿の限界と留意点 

・ ベンチマークの多くは MiniMax の自社発表である。第三者評価は Artificial Analysis の初期結

果が中心で、特許翻訳・クレーム対比など知財特有のタスクの独立評価は存在しない。 

・ 重みの公開日（10 月 23 日予定）、ライセンス、パラメータ数は 10 月 20 日時点で未確定であ

る。 

・ MiniMax 国際版の利用規約・プライバシーポリシーは第三者サイトの引用に基づき、有料サー

ビス契約は本文を取得できていない。中国国内版は条件が異なる可能性がある。 
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・ 米国の対中 AI 規制には検討段階・報道ベースの情報を含む。予測市場（Polymarket 等）の数

値は確率の推定であって、決定ではない[42]。 

・ 知財業務への適合度評価は公開情報に基づく分析・推論である。自社のデータで検証したうえ

で判断されたい。 

参考文献 

区分：一次＝発表主体・当局・国際機関等の公式情報、報道＝報道機関、二次＝解説・集約・再販事業者等、非公

式＝発表主体と無関係の第三者サイト。確認状況：「本文確認済」＝本稿作成時に本文を確認、「調査工程で参

照・本文未再確認」＝調査段階で参照したが本稿作成時に再確認していない、「本文取得不可・未確認」＝本文を

取得できず内容未確認。参照日はいずれも 2026 年 10 月 20 日。 

[1] MiniMax「MiniMax M3.1 Flash: Redefining Agent Performance and Cost」MiniMax Research（公式ブロ

グ）, 2026 年 10 月 19 日. https://www.minimax.io/blog/minimax-m31f 〔一次／本文確認済〕 

[2] MiniMax「Models」MiniMax API Platform ドキュメント. https://platform.minimax.io/docs/guides/models-

intro 〔一次／本文確認済〕 

[3] Carl Franzen「MiniMax's new M3.1 Flash beats DeepSeek and Opus 5 on a key business benchmark at lower 

cost — but with a high hallucination rate」VentureBeat, 2026 年 10 月 19 日. 

https://venturebeat.com/technology/minimaxs-new-m3-1-flash-beats-deepseek-and-opus-5-on-a-key-

business-benchmark-at-lower-cost-but-with-a-high-hallucination-rate 〔報道／本文確認済〕 

[4] Artificial Analysis「MiniMax-M3.1-Flash - Intelligence, Performance & Price Analysis」. 

https://artificialanalysis.ai/models/minimax-m3-1-flash 〔第三者評価／本文確認済〕 

[5] Reuters（U.S. News & World Report 掲載）「China's MiniMax launches updated AI model M3.1 Flash, 

claims major improvements」※, 2026 年 10 月 19 日. 

https://money.usnews.com/investing/news/articles/2026-10-19/chinas-minimax-launches-updated-ai-

model-m3-1-flash-claims-major-improvements 〔報道／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[6] PC Watch（MiniMax M3.1 Flash 正式公開に関する記事）※, 2026 年 10 月 19 日. 

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2149440.html 〔報道／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[7] AIHubMix「MiniMax M3.1 Flash Is Space Bunny: What Changed from M2.7 and M3, and What It Costs」

AIHubMix Blog, 2026 年 10 月 19 日. https://aihubmix.com/blog/minimax-m3-1-flash-is-space-bunny-what-

changed-from-m2-7-and-m3-and-what-it-costs 〔二次（API 再販事業者）／本文確認済〕 

[8] CellCog「Space Bunny Alpha, the Stealth Model and the MiniMax Clues」CellCog Blog. 

https://cellcog.ai/blog/what-is-space-bunny-alpha/ 〔二次／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[9] 劉尭「画像も動画も 100 万トークンも！MiniMax が高速な“Flash”版 LLM を投入」PC Watch, 2026 年 9 月

28 日. https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2143632.html 〔報道／本文確認済〕 

[10] Startup Fortune「MiniMax quietly launches M3.1 Flash after weeks as a mystery Space Bunny model」※. 

https://startupfortune.com/minimax-quietly-launches-m31-flash-after-weeks-as-a-mystery-space-bunny-

model/ 〔報道／調査工程で参照・本文未再確認〕 

https://www.minimax.io/blog/minimax-m31f
https://platform.minimax.io/docs/guides/models-intro
https://platform.minimax.io/docs/guides/models-intro
https://venturebeat.com/technology/minimaxs-new-m3-1-flash-beats-deepseek-and-opus-5-on-a-key-business-benchmark-at-lower-cost-but-with-a-high-hallucination-rate
https://venturebeat.com/technology/minimaxs-new-m3-1-flash-beats-deepseek-and-opus-5-on-a-key-business-benchmark-at-lower-cost-but-with-a-high-hallucination-rate
https://artificialanalysis.ai/models/minimax-m3-1-flash
https://money.usnews.com/investing/news/articles/2026-10-19/chinas-minimax-launches-updated-ai-model-m3-1-flash-claims-major-improvements
https://money.usnews.com/investing/news/articles/2026-10-19/chinas-minimax-launches-updated-ai-model-m3-1-flash-claims-major-improvements
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2149440.html
https://aihubmix.com/blog/minimax-m3-1-flash-is-space-bunny-what-changed-from-m2-7-and-m3-and-what-it-costs
https://aihubmix.com/blog/minimax-m3-1-flash-is-space-bunny-what-changed-from-m2-7-and-m3-and-what-it-costs
https://cellcog.ai/blog/what-is-space-bunny-alpha/
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2143632.html
https://startupfortune.com/minimax-quietly-launches-m31-flash-after-weeks-as-a-mystery-space-bunny-model/
https://startupfortune.com/minimax-quietly-launches-m31-flash-after-weeks-as-a-mystery-space-bunny-model/


MiniMax M3.1 Flash と知財業務（2026 年 10 月 20 日時点） 

– 12 – 

[11] HuggingNews「MiniMax sets Oct 23 weight release for M3.1 Flash AI model」※. 

https://huggingnews.com/ai/minimax-sets-oct-23-weight-release-for-m31-flash-ai-model-a3ac7182 〔報道

／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[12] MarkTechPost（MiniMax M3.1 Flash 公開に関する記事）※, 2026 年 10 月 19 日. 

https://www.marktechpost.com/2026/10/19/minimax-m3-1-flash-release/ 〔報道／調査工程で参照・本文未

再確認〕 

[13] Robert Ressl「ressl/MiniMax-M3-uncensored」Hugging Face モデルカード（M3 の規模・必要メモリの参考

値としてのみ引用）. https://huggingface.co/ressl/MiniMax-M3-uncensored 〔二次（第三者派生モデル）／

本文確認済〕 

[14] MiniMax「MINIMAX COMMUNITY LICENSE」（MiniMaxAI/MiniMax-M3, Hugging Face）. 

https://huggingface.co/MiniMaxAI/MiniMax-M3/blob/main/LICENSE 〔一次／本文確認済〕 

[15] BigGo Finance「The mysterious Space Bunny reveals itself: MiniMax launches M3.1 Flash, cutting agent task 

costs by 70%」2026 年 10 月 19 日. https://finance.biggo.com/news/4dc43d4f-0802-44a0-9a67-

459a98cc892f 〔報道／本文確認済〕 

[16] DEV Community「MiniMax M3.1 Flash just went free on OpenRouter: here's what it is」※. 

https://dev.to/shouvik12/minimax-m31-flash-just-went-free-on-openrouter-heres-what-it-is-2g5m 〔二次／

調査工程で参照・本文未再確認〕 

[17] Atlas Cloud「MiniMax H3 commercial use license」※. https://www.atlascloud.ai/blog/tips/minimax-h3-

commercial-use-license 〔二次／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[18] MiniMax「Local deploy H3」※ MiniMax API Platform ドキュメント. 

https://platform.minimax.io/docs/guides/local-deploy-h3 〔一次／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[19] OpenRouter 公式 X 投稿（Space Bunny の利用状況）. 

https://x.com/OpenRouter/status/2112152045461680591 〔一次（OpenRouter）／調査工程で参照・本文未

再確認〕 

[20] The Decoder「MiniMax M3.1 Flash shows China's AI price race has no floor in sight」※. https://the-

decoder.com/minimax-m3-1-flash-shows-chinas-ai-price-race-has-no-floor-in-sight/ 〔報道／調査工程で参

照・本文未再確認〕 

[21] CISA「Cybersecurity Advisory AA26-251A」. https://www.cisa.gov/news-events/cybersecurity-

advisories/aa26-251a 〔一次（米政府）／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[22] Axios（米国による中国 AI ラボ規制検討に関する記事）※, 2026 年 7 月 20 日. 

https://www.axios.com/2026/07/20/ai-us-china-open-source-kimi 〔報道／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[23] Vibranium Labs「Chinese AI models sanctioned? What's actually happening」※. 

https://vibraniumlabs.ai/blog/chinese-ai-models-sanctioned-whats-actually-happening 〔二次／調査工程で

参照・本文未再確認〕 

[24] 角渕由英「生成ＡＩを特許調査に活用する方法（４）検索式の作成」知財実務情報 Lab., 2025 年 9 月 2 日. 

https://chizai-jj-lab.com/2025/09/02/0829-3/ 〔二次（実務解説）／本文確認済〕 

[25] MiniMax「Paid Service Agreement」※ MiniMax API Platform. https://platform.minimax.io/protocol/paid-

agreement 〔一次／本文取得不可・未確認〕 

https://huggingnews.com/ai/minimax-sets-oct-23-weight-release-for-m31-flash-ai-model-a3ac7182
https://www.marktechpost.com/2026/10/19/minimax-m3-1-flash-release/
https://huggingface.co/ressl/MiniMax-M3-uncensored
https://huggingface.co/MiniMaxAI/MiniMax-M3/blob/main/LICENSE
https://finance.biggo.com/news/4dc43d4f-0802-44a0-9a67-459a98cc892f
https://finance.biggo.com/news/4dc43d4f-0802-44a0-9a67-459a98cc892f
https://dev.to/shouvik12/minimax-m31-flash-just-went-free-on-openrouter-heres-what-it-is-2g5m
https://www.atlascloud.ai/blog/tips/minimax-h3-commercial-use-license
https://www.atlascloud.ai/blog/tips/minimax-h3-commercial-use-license
https://platform.minimax.io/docs/guides/local-deploy-h3
https://x.com/OpenRouter/status/2112152045461680591
https://the-decoder.com/minimax-m3-1-flash-shows-chinas-ai-price-race-has-no-floor-in-sight/
https://the-decoder.com/minimax-m3-1-flash-shows-chinas-ai-price-race-has-no-floor-in-sight/
https://www.cisa.gov/news-events/cybersecurity-advisories/aa26-251a
https://www.cisa.gov/news-events/cybersecurity-advisories/aa26-251a
https://www.axios.com/2026/07/20/ai-us-china-open-source-kimi
https://vibraniumlabs.ai/blog/chinese-ai-models-sanctioned-whats-actually-happening
https://chizai-jj-lab.com/2025/09/02/0829-3/
https://platform.minimax.io/protocol/paid-agreement
https://platform.minimax.io/protocol/paid-agreement


MiniMax M3.1 Flash と知財業務（2026 年 10 月 20 日時点） 

– 13 – 

[26] minimax-ai.chat「Is MiniMax AI safe?」※（MiniMax 公式ドメインではない）. https://minimax-

ai.chat/blog/is-minimax-ai-safe/ 〔非公式・第三者サイト／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[27] zdr.dev「MiniMax API」※（データ保持条件の第三者整理）. https://zdr.dev/e/minimax-api 〔非公式・第

三者サイト／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[28] minimax-ai.chat「MiniMax privacy policy」※（MiniMax 公式ドメインではない）. https://minimax-

ai.chat/privacy-security/minimax-privacy-policy/ 〔非公式・第三者サイト／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[29] 個人情報保護委員会事務局「DeepSeek に関する情報提供」令和 7 年 2 月 3 日（令和 7 年 3 月 5 日更新）. 

https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/250203_alert_deepseek/ 〔一次（日本政府）／本文確認

済〕 

[30] INTERNET Watch「DeepSeek などの業務利用に、デジタル庁デジタル社会推進会議幹事会が注意喚起」

2025 年 2 月 6 日. https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/1660903.html 〔報道／本文確認済〕 

[31] ケータイ Watch「『DeepSeek』の取得したデータ、中国の法律が適用 個人情報保護委員会が情報を公開」

2025 年 2 月 4 日. https://k-tai.watch.impress.co.jp/docs/news/1660128.html 〔報道／本文確認済〕 

[32] Booz Allen Hamilton「New Booz Allen Analysis Reveals Risks in Using Chinese AI Models for America's 

Software Supply Chain」（プレスリリース）2026 年 6 月 5 日. https://boozallen.gcs-web.com/node/20546 

〔一次（報告書発行者）／本文確認済〕 

[33] Crypto Briefing（KuCoin News 転載）「Booz Allen Report Finds Chinese AI Models Generate More 

Vulnerable Code for US Government Prompts」. https://www.kucoin.com/news/flash/booz-allen-report-

finds-chinese-ai-models-generate-more-vulnerable-code-for-us-government-prompts 〔報道（転載）／本文

確認済〕 

[34] ThreatCluster「Chinese AI Models Create Security Risks for US Code Development」. 

https://threatcluster.io/cluster/chinese-ai-models-create-security-risks-for-us-code-developm-9054ac91 

〔二次（ニュース集約）／本文確認済〕 

[35] Help Net Security「The security questions around Chinese AI coding models in U.S. software」2026 年 6 月 9

日. https://www.helpnetsecurity.com/2026/06/09/chinese-ai-coding-models-security/ 〔報道／本文確認済〕 

[36] SIMIS（業界ニュース要約）「What's in America's Code? Chinese coding models produced more vulnerable 

code for U.S. government users」. https://www.simisinc.com/industry-news/whatandrsquos-in-

americaandrsquos-code-chinese-coding-models-produced-more-vulnerable-code-for-us-government-users 

〔二次／本文確認済〕 

[37] ai-jitan-hub.com（日本の生成 AI プリンシプル・コードに関する記事）※. https://www.ai-jitan-

hub.com/news/japan-ai-principle-code 〔二次／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[38] MiniMax「Transparency」※ MiniMax API Platform ドキュメント. 

https://platform.minimax.io/docs/guides/transparency 〔一次／調査工程で参照・本文未再確認〕 

[39] WIPO「Patent Trends Update in GenAI」（WIPO Technology SPARK Report）, 2026 年. 

https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4862 〔一次（国際機関）／本文確認済〕 

[40] National Law Review「WIPO Data Shows China's Generative AI Patent Surge Outpacing the World」2026

年 7 月 26 日. https://natlawreview.com/article/wipo-data-shows-chinas-generative-ai-patent-surge-

outpacing-world 〔報道／本文確認済〕 

https://minimax-ai.chat/blog/is-minimax-ai-safe/
https://minimax-ai.chat/blog/is-minimax-ai-safe/
https://zdr.dev/e/minimax-api
https://minimax-ai.chat/privacy-security/minimax-privacy-policy/
https://minimax-ai.chat/privacy-security/minimax-privacy-policy/
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/250203_alert_deepseek/
https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/1660903.html
https://k-tai.watch.impress.co.jp/docs/news/1660128.html
https://boozallen.gcs-web.com/node/20546
https://www.kucoin.com/news/flash/booz-allen-report-finds-chinese-ai-models-generate-more-vulnerable-code-for-us-government-prompts
https://www.kucoin.com/news/flash/booz-allen-report-finds-chinese-ai-models-generate-more-vulnerable-code-for-us-government-prompts
https://threatcluster.io/cluster/chinese-ai-models-create-security-risks-for-us-code-developm-9054ac91
https://www.helpnetsecurity.com/2026/06/09/chinese-ai-coding-models-security/
https://www.simisinc.com/industry-news/whatandrsquos-in-americaandrsquos-code-chinese-coding-models-produced-more-vulnerable-code-for-us-government-users
https://www.simisinc.com/industry-news/whatandrsquos-in-americaandrsquos-code-chinese-coding-models-produced-more-vulnerable-code-for-us-government-users
https://www.ai-jitan-hub.com/news/japan-ai-principle-code
https://www.ai-jitan-hub.com/news/japan-ai-principle-code
https://platform.minimax.io/docs/guides/transparency
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4862
https://natlawreview.com/article/wipo-data-shows-chinas-generative-ai-patent-surge-outpacing-world
https://natlawreview.com/article/wipo-data-shows-chinas-generative-ai-patent-surge-outpacing-world


MiniMax M3.1 Flash と知財業務（2026 年 10 月 20 日時点） 

– 14 – 

[41] Foley & Lardner「Global AI Patent Surge: Trends, Dominance, and Strategy」. 

https://www.foley.com/?p=124130 〔二次（法律事務所解説）／本文確認済〕 

[42] Crypto Briefing（米政府の中国 AI モデル制限をめぐる予測市場 Polymarket に関する記事）※. 

https://cryptobriefing.com/us-government-chinese-ai-model-restriction-polymarket/ 〔報道／調査工程で参

照・本文未再確認〕 

https://www.foley.com/?p=124130
https://cryptobriefing.com/us-government-chinese-ai-model-restriction-polymarket/

	要旨
	1. 前提の確認：10月19日の正式公開は事実
	2. モデルの概要と系列上の位置づけ
	3. 性能：公式値と第三者評価の区別
	3.1 MiniMax公表値
	3.2 第三者評価（Artificial Analysis）
	3.3 読み方

	4. 提供形態・価格・ライセンス
	5. 評価・反響と米国規制の文脈
	5.1 肯定的な評価
	5.2 懸念
	5.3 米国規制の文脈

	6. 日本企業の知財業務への影響
	6.1 評価の軸
	6.2 業務場面別の適合度
	6.3 コスト構造への影響

	7. リスクとガバナンスの論点
	7.1 入力データの扱い
	7.2 中国法との関係
	7.3 ローカル運用（重み公開時）の論点
	7.4 日本の知財政策との関係

	8. 知財戦略（中国市場・競合分析）への含意
	9. 推奨事項
	10. 本稿の限界と留意点
	参考文献

